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同志社大学―1頁 

大学の将来構想 

（１）拠点形成の将来構想 

 同志社大学は，創立（1875年）以来，キリスト教主

義，自由主義，国際主義を教育の理念として，多くの

「良心を手腕に運用する人物」を輩出してきた。 

 平成15年度（申請時）から，研究教育の高度化をは

かり，世界的な研究教育拠点を形成するため，研究セ

ンター方式による新たな研究領域の開発と研究体制の

改革を進める「研究開発5ヵ年計画」をたてた。 

建学の精神に基づき，グローバルな現代の諸課題に

取り組む「研究センター」を立ち上げ，「同志社だか

らできる」かつ「同志社しかできない」研究拠点形成

を目指した。21世紀に向う「共生への志」（同志社創

立125周年記念シンポジュウムテーマ：2000年11月）の

実質化を理念として，次の基本コンセプトを掲げた。 

①人々の安心・安全・幸福の追求（Security） 

②人道・人権、社会正義の実質化と保障（Humanity） 

③豊かな社会を実現するシステムの構築（Quality） 

 このような理念のもと，2003年2月に8つの研究セン

ターを立ち上げ，これらの研究センターと大学院研究

科との連携による研究教育拠点形成を進めるものであ

った。具体的には，6つの「21世紀ＣＯＥプログラム」

を推進し，新たな研究科専攻の設置，研究科横断的イ

ンスティテュートなどの創設を目指した。 

結果として平成15年度21世紀ＣＯＥ採択は，「一神

教の学際的研究」と「技術・企業・国際競争力の総合

研究」の２つのプログラムであった。なお，不採択と

なった拠点についても，事業規模を縮小せざるを得な

いものの，次に述べる大学としての「支援策」は5年間

継続して行うものとした。 

 21世紀ＣＯＥプログラム終了後の大学の対応につい

ては，同志社大学の特色ある拠点形成を継続して発展

させるため，「高等研究教育機構（仮称）」を設置し

て，若手研究者育成を強化する基本方針を明確にした

（平成17年「中間評価進捗状況報告時」）。 

（２）大学の支援策及びマネジメント体制 

拠点形成推進のための体制として，研究センター

（群）と，既存のリエゾンオフィス，知的財産センタ

ー，寄付教育研究プロジェクト（群）をあわせ，新た

に研究開発推進機構を設置し，研究推進・支援を統合

的に行う体制整備を図るものとした。支援の事務組織

として，事務組織の改組を行い，研究開発推進室（研

究開発推進課，研究支援課の２課体制）を同機構のも

とに置いた。ＣＯＥプログラムの事務所管課を研究支

援課とし，申請時は室長1名のほか，課長1名，課員2

名で発足した。 

拠点形成のための大学の支援策としては，①多彩な

研究人材を集めるため，専任フェロー，客員フェロー

等研究員制度を整備すること。②国際的な人材育成の

拠点整備のため，海外の学術研究機関との交流を一層

促進すること。③拠点形成の「研究センター」に対す

る予算措置，スペースを確保することを柱とした。 

研究人材の確保については，申請時，専任フェロー

3名，客員フェロー21名（いずれも６つのＣＯＥプログ

ラムの計）であったが，本拠点形成計画のみならず，

大学全体の研究人材の充実をはかるため，任期付教員

制度，客員教員制度等を整備するとともに，あわせて

「教員増員計画」を打ち立てた。2003年度本学教員数

は488名（助手を含む）であった。 

 学長を中心としたマネジメント体制については，大

学の支援の具体策を迅速に決定し，実施するために学

長を本部長とする「ＣＯＥ推進本部会議」を設置した。

「ＣＯＥ推進本部会議」は、各拠点リーダーと密接な

連携を図り，検討・実施すべき事項として次の7項目を

定めた。①拠点形成に係る施設・設備の整備、②拠点

形成計画に係る大学院整備計画の策定、③事業推進担

当者以外の研究員、研究支援者などの受入れ体制の整

備、④若手研究者育成のための必要な制度等の整備、

⑤国際的な連携プログラムを実施するために必要な情

報環境の整備、⑥研究成果の公表、発信に関する支援

措置、⑦事業推進担当者が事業実施に必要な時間を確

保するための負担軽減措置である。 

また，21世紀ＣＯＥプログラムの遂行にあたり，全

体的な視点から，学長が適切な助言を求めることので

きる「ＣＯＥ学長特別補佐」を置くこととし，ＣＯＥ

プログラムの拠点リーダーあるいは専任フェローから

3名を委嘱することとした。 

先述したように，ＣＯＥ採択拠点は２つにとどまっ

たことにより，大学として，この21世紀ＣＯＥプログ

ラムの実施のため，全学を挙げて取り組むこととした。 
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      【公表用】  

 

同志社大学―2頁 

３．達成状況及び今後の展望 

（１）達成状況 

① 拠点形成の将来構想 

採択時の大学将来構想は，一言でいえば，新たな研

究領域を切り開き，建学の精神に根ざした特色ある研

究教育拠点を形成し，国際的な若手研究者を育成する

ことであった。採択時は８つの研究センターであった

が，「一神教学際研究センター」（以下「ＣＩＳＭＯ

Ｒ」という），「技術・企業・国際競争力研究センタ

ー」（以下「ＩＴＥＣ」という）を中核とした21世紀

ＣＯＥプログラムの採択により，学内におけるプロジ

ェクト研究，競争的資金への応募の意欲が高まり，平

成20年3月現在で24の研究センターが設置されている。

これらの研究センターは，ＣＯＥプログラムのほか私

立大学学術研究高度化推進事業，大学院教育改革支援

プログラムなどの推進役を果たしている。２つのＣＯ

Ｅはもとより，多くの研究センターの活発な研究活動

により，本学の研究水準は確実に向上してきている。 

大学院教育体制の整備については，「一神教の学際

的研究」プログラムでは当初の計画どおり，平成17年

度，神学研究科に「一神教学際研究コース」を開設し

た。「技術・企業・国際競争力の総合研究」プログラ

ムでは独立研究科の開設を目指したが，そこまでは至

らず，平成17年度から総合政策科学研究科（博士後期

課程）の「技術・革新的経営研究（ＴＩＭ）コース」

として出発した。ＴＩＭコースは，平成21年度から，

ＴＩＭ専攻（博士5年一貫制）として充実する。さらに、

ＣＯＥの拠点ではないが「ヒューマンセキュリティ研

究センター」の研究実績をもとに，総合政策科学研究

科に「ヒューマンセキュリティ研究コース」を開設し

ている。これらのコースは「研究科横断的インステュ

テュート」としての貴重な試みとして，今後の大学院

改革に繋がるものと考えられる。 

平成19年度には，高等研究教育機構（学長が機構長）

を設置し，ＣＩＳＭＯＲとＩＴＥＣを同機構の「先端

的教育研究拠点」に指定し，21世紀ＣＯＥプログラム

「後」も継承発展させる体制の整備を行った。 

② 大学の支援策及びマネジメント体制 

国際的な若手研究人材育成のためには，海外の研究

拠点との連携・交流が必要であり，本学は，平成17年

に国際連携推進機構を設置し，研究者，学生の国際連

携・交流を積極的に推進・支援してきた。特に本ＣＯ

Ｅの研究科間，研究センター間の連携・交流を支援し，

申請時2か国3大学・機関であった海外の連携機関は，

平成20年3月現在15か国19機関となっている。 

研究者の充実については，客員フェローとして内外

の著名な研究者の受け入れを強化し，申請時は，ＣＩ

ＳＭＯＲ4名，ＩＴＥＣ10名であったが，現在，それぞ

れ14名，11名を受け入れている。また，大学全体の教

員充実策をすすめ，現在，専任教員は有期を含み685

名である。 

支援の事務体制については，研究支援課の人員増

（係長1名，課員1名，支援契約職員2名）をはかるとと

もに，ＣＩＳＭＯＲ，ＩＴＥＣの研究支援者の充実を

はかってきた。 

 ＣＯＥ推進本部会議を中心とした学長のマネジメン

ト体制については，客員フェロー，ＲＡ，ＣＯＥ特別

研究員等研究者の受け入れやその制度的な整備，スペ

ースの確保及び予算措置，事業推進担当者の負担軽減

措置などは，迅速に決定され実施されてきたといえる。

また，国際連携の支援については，国際連携推進機構

で行うこととなり，本ＣＯＥ推進本部会議で扱うこと

は少なかった。 

 ＣＯＥ推進本部会議は，学長を始め大学執行部と拠

点リーダー，サブリーダーとの会議体であり，具体的

な支援策については拠点側の要望を汲み入れ迅速に決

定してきたことは評価できるが，21世紀ＣＯＥ「後」

の大学の拠点形成をどのように進めるかについて，早

い段階で突っ込んだ議論がなされるべきであった。こ

の点における討議の不足は率直に反省すべきことであ

る。「ＣＯＥ学長特別補佐」についても，3名が属する

プログラムが不採択であったという事情もあり，単発

的・個人的な助言にとどまり，効果的，組織的な活用

には至らなかった。 

（２）今後の展望 

 本ＣＯＥについては，グローバルＣＯＥへ発展させ

るべく申請をしたところである。 

 今後，本学は，①教員の個人研究を基盤としつつ，

新たな研究領域の開発，プロジェクト研究を推進する

ための研究開発推進機構と，②先端的な研究を実施し，

大学院における若手研究者育成と連携したプログラム

を実施するための高等研究教育機構という２つの仕組

みでもって，研究教育の拠点化を推進していく。その

ためには，大学院教学体制の改革が必要であり，現在，

総合企画会議（学長が議長）で真剣な議論を展開して

いるところである。また，研究組織の見直し（研究環

構想）も視野に入れて研究水準の向上を図っていく所

存である。 



 
 

様式２ 
【公表用】 

２１世紀ＣＯＥプログラム 平成１５年度採択拠点事業結果報告書 

機 関 名 同志社大学 学長名 八田英二 拠点番号 J 24 

１．申請分野 
Ｆ<医学系> Ｇ<数学、物理学、地球科学> Ｈ< 機械、土木、建築、その他工学> Ｉ<社会科学> Ｊ<学際、複合、新領域> 

２．拠点のプログラム名称 

（英訳名） 

 一神教の学際的研究  －文明の共存と安全保障の視点から－ 

（Interdisciplinary  Study on Monotheistic Religions）  

    研究分野及びキーワード <研究分野： 地域研究>(異文化コミュニケーション)(比較文明論)(安全保障論)(地域間比較研究)(比較法)

３．専攻等名 
神学研究科（神学専攻）（旧名称：神学研究科（歴史神学専攻）、平成19年4月1日名称変更）、アメリカ
研究科（アメリカ研究専攻）、法学研究科（政治学専攻）、文学研究科（哲学専攻）（旧名称：文学研究
科（哲学および哲学史専攻）、平成17年4月1日名称変更）、研究開発推進機構（一神教学際研究センター）

４．事業推進担当者           計 27 名 

ふりがな<ローマ字> 

氏  名 所属部局(専攻等)・職名 
現在の専門 

学 位 

役割分担 

(事業実施期間中の拠点形成計画における分担事項)  
(拠点リーダー) 

MORI KOICHI 
森   孝 一   

 
神学研究科(神学専攻) ・教授 

 
アメリカ宗教史 Th.D. 

 
センター長、アメリカ研究、キリスト教研究 
 

KOHARA KATSUHIRO 
小 原 克 博   

神学研究科(神学専攻) ・教授 キリスト教思想 博士（神学） センター幹事、 ｢教育・研修部門｣リーダー、キリスト教研究 

ISHIKAWA RITSU 
石 川   立   

神学研究科(神学専攻) ・教授 新約聖書学  Dr.theol ユダヤ・キリスト教研究、地域研究（EU）『一神教学際研究』編集責
任者 

ECHIGOYA AKIRA 
越後屋  朗   

神学研究科(神学専攻) ・教授 ヘブライ語聖書学  Ph.D. ユダヤ・キリスト教研究、ニューズレター編集責任者 

NAKATA   KO 
中 田   考   

神学研究科(神学専攻) ・教授 イスラーム学 哲学博士 センター幹事、｢研究部門｣リーダー、イスラーム研究、地域研究(東
南アジア)、マレーシア研修プログラム 

SHINOHE JUNYA 
四 戸 潤 弥   

神学研究科(神学専攻) ・教授 イスラーム法 法学修士 イスラーム法研究、地域研究(アラブ)、イラク動向分析、アラビア語
教育、シリア研修プログラム、報告書作成 

TOMITA  KENJI 
富 田 健 次   

神学研究科(神学専攻) ・教授 現代イラン研究 文学修士 イスラーム地域研究、比較文明研究、イラン動向分析、報告書作成

Samir Nouh   
サミール ヌーフ  

神学研究科(神学専攻) ・教授 
（平成17年6月3日追加） 

宗教学 Ph.D. イスラーム地域研究（中東）、海外学術交流の推進担当 

Ada Cohen     
アダ コヘン 

神学研究科(神学専攻) ・教授 ユダヤ教研究 Ph.D. ユダヤ教研究、ヘブライ語教育、イスラエル夏期研修プログラム 

NAKAYAMA YOSHIKI 
中 山 善 樹   

文学研究科(哲学専攻)・教授 中世キリスト教神学 文学博士 キリスト教研究、地域研究（EU）、研究会・講演会の企画担当 

MURATA KOJI 
村 田 晃 嗣   

法学研究科(政治学専攻)・教授 国際関係論 博士(政治学) センター幹事、｢国際ネットワーク部門｣リーダー、安全保障論研究、
アメリカ研究 

YAMAMOTO MASAAKI 
山 本 雅 昭   

言語文化教育研究センター・教授 ユダヤ文学 文学修士 ユダヤ教研究、異文化コミュニケーション、EU関連情報の収集・分析
担当 

HOSOYA MASAHIRO 
細 谷 正 宏   

アメリカ研究科(アメリカ研究専攻)・教授 安全保障論 Ph.D. アメリカ研究、安全保障論研究、部門研究２企画担当 

Barbara Zikmund 
バーバラ ジクムンド 

研究開発推進機構・客員フェロー 
（平成17年4月1日アメリカ研究科から所属変更）

アメリカ宗教史 Ph.D. アメリカ研究、キリスト教研究、海外学術交流協定の推進担当 

HIROOKA MASAHISA 
廣 岡 正 久 

研究開発推進機構・客員フェロー 
（平成17年3月31日辞退） 

ロシアの政治と宗教 
法学博士 

比較法研究、地域研究（ロシア）、部門研究２企画担当 

USUKI  AKIRA 
臼 杵   陽   

研究開発推進機構・客員フェロー 中東地域研究     
国際学修士 

安全保障論研究、地域研究（中東）、部門研究２企画担当 

MIURA NOBUO 
三 浦 伸 夫   

研究開発推進機構・客員フェロー 科学史 理学修士 比較文明研究、研究会・講演会の企画、部門研究１企画担当 

TAHARA TAKUJI 
田 原 拓 治   

研究開発推進機構・客員フェロー イスラーム地域研究 
経済学学士 

イスラーム地域研究（中東）、イラク動向分析、調査・取材実習 

MATSUNAGA YASUYUKI 
松 永 泰 行   

研究開発推進機構・客員フェロー 
（平成16年4月1日追加） 

比較政治学 Ph.D. 安全保障論研究、地域研究（中東）、イラン動向分析 

TESHIMA IZAYA 
手 島 勲 矢   

神学研究科(神学専攻)・教 授（平成17年4月1日

追加 平成18年4月1日研究開発推進機構から所属変更）

ユダヤ学 Ph.D. ユダヤ教研究、地域研究（中東） 

Michel Mohr 
ミシェル モール 

研究開発推進機構・客員フェロー 
（平成18年4月1日追加） 

宗教学 Ph.D. 仏教学研究、地域研究（ＥＵ） 
 

Osman Bakar 
オスマン バカル 

研究開発推進機構・客員フェロー 
（平成18年11月16日追加） 

宗教間対話 Ph.D. イスラーム研究、地域研究（東南アジア）、比較文明研究 
 

MURATA SACHIKO 
村田  さち子 

研究開発推進機構・客員フェロー 
（平成19年4月1日追加） 

イスラームと東洋神秘主義思想
の比較研究 文学博士 

イスラーム研究 東洋思想 
 

Heup Young KIM 
ヒョップ ヤン キム 

研究開発推進機構・客員フェロー 
（平成19年4月1日追加） 

キリスト教神学 Ph.D. キリスト教研究、地域研究（東アジア） 
 

 Mark Juergensmeyer 
マーク ジョーギンスマイヤー 

研究開発推進機構・客員フェロー 
（平成19年4月1日追加） 

宗教学 Ph.D. 宗教社会学、「宗教と暴力」研究 
 

Tariq Ramadan 
ターリク ラマダーン 

研究開発推進機構・客員フェロー 
（平成19年4月1日追加） 

イスラーム学 Ph.D. イスラーム研究 国際関係論 
 

John L．Esposito 
ジョン エスポジト 

研究開発推進機構・客員フェロー 
（平成19年4月1日追加） 

イスラーム学 Ph.D. イスラーム研究、国際政治研究 
 

５．交付経費（単位：千円）千円未満は切り捨てる （  ）：間接経費 

年  度(平成) １ ５ １ ６ １ ７ １ ８ １ ９ 合   計 

交付金額(千円) 53,000 68,000 68,900 
64,710 

（6,471） 

63,000 

（6,300） 
317,610 
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６．拠点形成の目的 

 本拠点は、同志社大学の建学の精神であるキ

リスト教主義、自由主義、国際主義を21世紀に

ふさわしい形で深化・展開していくことを目指

している。具体的に言えば、教育面に関しては、

現代世界の複雑な政治状況や紛争を正しく把

握し、問題解決の道筋を示すために、宗教・政

治・文化の教養を学際的に身につけた人材を育

成することを目的としている。また研究面に関

しては、9.11テロ事件以降、西欧とイスラーム

世界の文明の衝突状況が顕在化しつつある中

で、一神教世界の構造と論理を析出し、対話と

共存の道を模索すること、平和形成のための学

問的・政策的提言を行うことを目的としている。

また、一神教世界の動向を日本社会に正しく伝

えることも、重要な目的となる。 

 日本における一神教受容は歴史が浅く、未だ

に一神教の理解は十分なものではない。にもか

かわらず近年では対象の十分な理解を欠くま

まに、平和と共存の原理である多神教に基づく

日本文明を、独善と争いの元となる一神教文明

に対する解決策とみなす安易な議論が罷り通

る傾向がある。本研究は、実証的な一神教研究

によって、一神教の本質を明らかにすると同時

に、その対立概念としての多神教概念への反省

も迫り、日本文明の自己理解にも貢献する。 

 欧米とイスラーム世界の対立抗争の歴史は、

両者にユダヤ・キリスト教とイスラームの対立

の相を際立たせ、一神教としての統一的把握を

妨げさせてきた。その意味において、歴史的し

がらみから自由な「外部」に位置し「中立的」

「客観的」な研究が可能な日本から、一神教研

究を発信する意義はきわめて大きい。特に9.11

以降顕在化した「文明の衝突」状況において、

日本は国際的にも欧米とイスラーム世界の仲

介者の役割を期待されているが、仲介の成功に

は、まず一神教の正しい理解が必要であるから

である。また、英語・アラビア語・日本語によ

る情報発信は国際世界の関心を喚起すると考

えられる。 

 戦後の日本はアメリカをモデルとする国づ

くりを目指し、アメリカは日本にとって最も重

要な同盟国であり、また日本は政治・経済・社

会・文化のあらゆる側面において圧倒的な影響

を受けてきた。ところが日本のアメリカ理解に

おける盲点が宗教であり、アメリカが世界でも

最も宗教的（＝キリスト教的）な国であり、そ

の行動原理が一神教の論理に深く規定されて

いることは十分に認識されていない。グローバ

リゼーションの名の下における「アメリカ化」

によって9.11以降の世界におけるアメリカの

影響力の拡大が加速化されている現在、一神教

研究としてのアメリカ研究は日本の進路を定

める上でも大きな意義を有する。 

 以上のような目的を遂行していくために本

拠点は、キリスト教神学、イスラーム学、ユダ

ヤ教研究、（比較）宗教学、地域研究、国際政

治学、科学史、比較文明論研究、アラビア語・

ヘブライ語教育をカバーしている。 

 一神教研究を内的な課題として扱ってきた

のは、ユダヤ教・キリスト教・イスラームそれ

ぞれの神学や法体系であるが、本拠点は、そう

した個別の伝統を踏まえながらも、一神教の相

互理解を可能とする学問的基盤を形成するこ

とを目指している。そのために比較宗教学的な

視点は不可欠である。日本の文化に影響を与え

ている多神教との比較研究なども、そこには含

まれる。 

 一神教を研究対象としなければならない外

的な要因も存在する。現代世界における政治状

況や紛争を正確に理解し、問題解決を図ってい

くためには、一神教世界の論理や行動様式を分

析する必要がある。その際、支配的なプロパガ

ンダから学問的に適切な距離を置き、宗教の実

際を観察していくために、地域研究を欠かすこ

とはできない。本拠点では、アメリカ研究とア

ラブ世界を中心としたイスラーム地域研究に

焦点を当てる。英語だけでなく、アラビア語や

ヘブライ語の習得が求められることは言うま

でもない。 

 さらに、同時代的な地域研究に加え、一神教

の相互に亀裂をもたらしている要因の一つで

ある近代化の問題を文明論的に考察していく。

イスラームは近代科学を生み出す母体となっ

ているが、それが開花したのはユダヤ・キリス

ト教世界であった。こうしたプロセスが現代に

及ぼしている影響と、将来のあるべき展開を洞

察していくために、一神教世界の全体を射程に

おさめることのできる科学史研究が必要とな

る。 
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 以上の研究計画を遂行していくために、一神

教学際研究センターのもとに次のような部門

およびリーダーを配置し、また各部門にセクシ

ョンと担当者を配置する（一部に後述の「教育

実施計画」の運用も含む）。 

７．研究実施計画 

(１)「一神教学際研究センター」の設立 

 「一神教学際研究センター」を設立し、ユダ

ヤ教、キリスト教、イスラームに関する内外の

神学、宗教学、比較文明学、地域研究、国際関

係論などの学問分野において優れた業績をあ

げてきた研究者を集めて研究会や国際ワーク

ショップを開催し、研究者のネットワークを構

築し、最終年には世界の代表的研究者を集めた

国際シンポジウムを開き研究成果を総括する。 

 研究部門（リーダー：中田 考） 

 教育・研修部門（リーダー：小原克博） 

 国際ネットワーク部門（リーダー：村田晃嗣） 

 情報発信部門（リーダー：四戸潤弥） 

 

 また、上述の研究計画を実施するための年度

ごとの計画および主目的に関して、次に略述す

る。なお、公開講演会は毎年度頻繁に開催され

ている。また、平成17年度までは二つの部門研

究会、「一神教の再考と文明の共存」研究会と

「アメリカのグローバル戦略と一神教世界」研

究会を定期的に開催し、また、中間評価での助

言を受けとめ、平成18年度からは「日本宗教か

ら一神教への提言」研究会を追加している。ま

た、毎年度、研究成果報告書を刊行している。 

 また同センターを拠点として、「比較一神教

学会」を設立し、学会誌『比較一神教研究』（日

本語版・英語版・アラビア語版同時発行）を発

刊し、世界に向けた研究成果の情報発信を行う。 

(２)関係諸大学・研究機関との学術交流の推進 

 ハーバード大学（米）、ジョーンズ・ホプキ

ンス大学（米）、ハートフォード神学大学（米）、

GTU(神学大学院連合）(米）、Henry L. Stimson 

Center (米)、国際イスラーム大学（マレーシ

ア）、国立イスラーム学院（インドネシア）、

カイロ・アメリカ大学（エジプト）、イマーム・

サーディク大学（イラン）、ヘブライ大学（イ

スラエル）などユダヤ教、キリスト教、イスラ

ームの世界的レベルの教育研究機関と、教官と

学生の両レベルでの学術交流を積極的に展開

する。特にマレーシアには「異文化理解・語学

研修センター」を設立し、国際イスラーム大学

と緊密な連携を取りながら、研究・教育活動を

行う。 

【平成15年度】主目的：一神教学際研究センタ

ーの設立、基盤となる研究・教育プログラムの

開始。 

 中東・アフリカ・東南アジア・アメリカ・ヨ

ーロッパ・日本の研究者と博士課程学生による

｢国際ワークショップ｣の開催。 

【平成16年度】主目的：比較一神教学会、異文

化理解・語学研修センターの設立・運用。 

 ｢比較一神教学会｣の設立と学会誌『比較一神

教研究』の発行（英語・アラビア語・日本語）。

海外研究機関との学術交流協定の締結と交流

の実施。三宗教聖職者交流会議の開催。｢異文

化理解・語学研修センター｣（マレーシア）の

開設。 

(３)三宗教の聖職者の交流の推進 

 ラビ（ユダヤ教）、神父・牧師（キリスト教）、

イマーム（イスラーム）らに対し、人権、多文

化主義、民族、グローバリゼーション、環境問

題など、現代世界において三宗教が共通に抱え

る諸問題について、相互に問題提起しあい、学

びあうことの出来る実践的なプログラムを提

供する。 

【平成17年度】海外との学術交流の積極的展開、

若手研究者の活動促進。 

 三宗教聖職者交流会議の開催。関係大学・研

究機関とのワークショップ（マレーシア・国際

イスラーム大学）の開催。 

(４)世界最高水準の学術ウェブサイトの構築 

 それぞれの宗教についての伝統・教義・歴

史・儀礼・トピックスなどを、動画等のリッチ・

メディアを活用して、わかりやすく社会に伝達

する。また、関連する学術情報をアーカイブし、

研究者間の情報ハブとしての役割を果たして

いく。コンテンツは、日本語・英語・アラビア

語で配信する。 

【平成18年度】世界に対するアピール、研究・

教育成果の国際的舞台における検証。 

 国際ワークショップの開催。 

【平成19年度】研究・教育成果の総括、世界的

研究教育拠点としての最終整備。 

 5年間の研究成果の総括。 
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８．教育実施計画 

 一神教学際研究センターを拠点として、以下

のような三つの柱を立てて、大学院教育を本プ

ログラムに組み込む。大学院生は、親密かつイ

ンテンシブな教育（下記Ａ）を受けた後、各人

の課題に関連する現地に赴き、担当教員の指導

のもと、実践的な訓練を受ける（下記Ｂ）。そ

して、文明間対話の担い手として自立していく

ために、自ら責任を負いながら、大学院生主体

の国際プロジェクト、国際ゼミ交流を企画して

いく（下記Ｃ）。そうした経験の中で、問題発

見能力・問題解決能力を向上させ、具体的な国

際貢献のあり方のモデルを蓄積していく。この

ような形で訓練を受けた若手研究者たちが、後

に続く大学院生たちをチューターとして指導

し、教育成果を積極的に継承・循環させていく。 

 

Ａ．チュートリアル・エデュケーション 

【教員との共同研究】 

 学生各人が設定したテーマを多角的に捉え

ていくために、少人数の共同研究グループを形

成し、それぞれが主体的な課題発見と問題解決

をすることができるよう、教員が積極的に参与

していく。 

【有給の研究員制度、大学院生の研究奨励制度

の整備】 

 有給の研究員制度を整備し、高度な研究能力

を有する大学院後期課程学生を「COEリサー

チ・アシスタント」として採用し、高いレベル

の研究を遂行しうる研究環境と研究費とを制

度的に保証し、一神教に関し社会的ニーズの大

きい問題の研究を委嘱する。十分な学問的訓練

を受け、また教育能力の高い者を公募により

「COE研究指導員」として採用し、研究・教育

の指導を委嘱する。 

【英語・ヘブライ語・アラビア語インテンシ

ブ・コースの設置】 

 国際語としての英語に加え、一神教世界を理

解するためには現代ヘブライ語やアラビア語

の高度の運用能力が求められる。そのために、

入門から上級に至る、きめの細かい語学プログ

ラムを用意する。 

 

Ｂ．オンサイト・エデュケーション 

【「異文化理解・語学研修センター」の開設・

運用】 

 マレーシアに「異文化理解・語学研修センタ

ー」を開設する。そこでは、多民族・多宗教の

アジア的共存のあり方の体得を目標として、ア

ラビア語、英語、マレー語のインテンシブ・コ

ース、およびイスラーム、キリスト教、ヒンド

ゥー教の体験学習プログラムを常備する。この

研修センターは一神教学際研究センターの海

外拠点としても機能する。 

【短期留学、長期留学制度の拡充】 

 学生のニーズに合わせた多様な留学制度を

整え、また積極的に海外留学生を受け入れるた

めの基盤整備を行う。 

【短期調査・取材実習】 

 国内および海外で時事性の高い問題を調

査・取材するために、在外公館の利用法、プレ

ス取材許可の取得方法、インフォーマントの選

定、ラポールの作り方などを習得する現地実習

を行う。 

【海外ボランティア支援】 

 特にイスラーム世界の現実を知るために、国

際NGOなどの協力を得ながら、現地の人々が具

体的にどのような助けを必要としているのか

を見据え、それに見合った支援活動に取り組ん

でいく。 

 

Ｃ．インディペンデント・エデュケーション 

【大学院生主体の国際ワークショップの開催】 

 中東、東南アジア、アメリカ、ヨーロッパか

ら大学院生を招待し、日本の大学院生と協力し

て国際ワークショップを開催できるよう基盤

を整える。様々な文化的・宗教的背景を持った

若手研究者が自立して共同作業を行うことに

よって、問題発見と問題解決のモデル・ケース

を蓄積していく。 

【インターネットによる国際ゼミ交流の企画、

ｅラーニングによる単位互換制度の整備】 

 オンデマンド型の授業を複数言語で配信す

ることによって、国内だけでなく、東南アジア

や中東における諸大学の学生が異なる一神教

世界や日本のような多神教世界に対する理解

を深めることができるようにする。そして、リ

アル・タイムで共同のゼミを行うことにより、

教員間および学生間の交流を深めていく。 
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 ただし、本拠点が尽力し、京都にある仏教系

６大学とともに平成17年に設立した「京都・宗

教系大学院連合」は、一神教と仏教をはじめと

する日本宗教をつなぐものとして高く評価さ

れてきた。平成18年度からは、単位互換制度を

実施している。また、平成18年以降、「仏教と

一神教」研究会を実施し、本格的な比較研究を

行う素地を作りつつある。平成18年に本拠点の

部門研究に「日本宗教から一神教への提言」研

究会を新設し、仏教や日本宗教の専門家との共

同研究を開始しているが、課題の大きさを認識

できたとはいえ、まだ具体的な成果を出すには

至っていない。 

９．研究教育拠点形成活動実績 

①目的の達成状況 

1)世界最高水準の研究教育拠点形成計画全体
の目的達成度 

 目的は概ね達成したと考える。「一神教学際

研究センター」（CISMOR）を拠点として、世界

的に見ても、まだ決して十分とはいえない総合

的・学際的な一神教研究の領域を開拓してきた。

国内における研究者のネットワークを構築す

るにとどまらず、アメリカ、中東、アジアを中

心にグローバルな研究ネットワークを作るこ

とができた。それは多数の海外協定機関の形成

において具体的に結実している。 

 国際ワークショップなどの機会を通じて、世

界的な研究者たちと交流を深めてきたことに

よって、国際社会におけるCISMORの認知度は高

まった。特に、学術雑誌『一神教学際研究』や

国際ワークショップの報告書、および、ウェブ

サイトをアラビア語で発信したことは中東世

界におけるCISMORの認知度向上に寄与した。イ

スラーム世界からの研究者によるCISMOR訪問

や面談依頼が絶えないこと、本拠点リーダー等

が中東における国際会議で、たびたび招待講演

を行ってきたこと、カイロ大学からの呼びかけ

によりJapanese and Oriental Studies誌（ア

ラビア語学術誌）を共同編集で刊行するに至っ

たこと、また、非欧米圏ではじめてCISMORが「ア

メリカ宗教学会」の連携学術団体と認定された

ことからも、本拠点がすでに世界的なレベルで、

その研究水準の高さを認められつつあること

がわかる。 

 

2)人材育成面での成果と拠点形成への寄与 

 本プログラムの中核拠点である神学研究科

は、イスラーム研究者3名、ユダヤ教研究者2名

を「専任教員」として採用し、従来から在籍す

るキリスト教研究者9名とともに、共同して一

神教研究・教育を行うことができる教員体制と

カリキュラムを実現した。これは我が国におい

ては唯一のものであり、世界的に見ても画期的

な拠点形成であると言える。 

 世界レベルでの学術ネットワークを活用し

て、本拠点の事業のほとんど全てに若手研究者

を積極的に関与させ、第一線の研究者と触れ合

う機会をつくってきた。特に有望な若手研究者

に対しては、COE研究指導員、COEリサーチ・ア

シスタント、COE奨励研究員の制度を通じて研

究助成を行ってきた。COE奨励研究員は外部に

も公募し、関連研究を進めている学外大学院生

を採用してきた。また、イスラエル、シリア、

マレーシア、アメリカにおける夏期研修を行っ

てきた。本拠点は「文明の共存のためのスペシ

ャリスト」の育成を目標としてきたが、本拠点

は近年、イランおよびマレーシアにおける外務

省専門調査員を輩出しており、キャリアパス形

成が着実に進んでいることを示している。 

 このように、当初の研究計画における目的の

主要部分は達成されたと言えるが、細部におい

ては、計画の見直しや、時間不足から十分に展

開しきれなかった課題もある。当初計画では

「比較一神教学会」を設立することになってい

たが、CISMORの継続的な各種活動を通して、学

会レベルの関連研究者の交流が可能であると

判断したため、学会は設立しなかった。 
 また、本拠点の基盤となる神学研究科では平

成16年度に「一神教学際研究コース」を新設し、

若手研究者の育成を本格的に始める基盤を整

えた。そのコースで学位論文の完成を目指す若

手研究者たちが本拠点の活動に積極的に関わ

ることによって、所属大学院の違いを超えた若

手研究者の交流がなされてきた。なお、平成21

 中間評価においては、日本宗教と一神教を関

係づけること、また、一神教の基礎研究・歴史

研究を深めることの必要性が指摘された。それ

ぞれの点について対策を講じてきたが、まだ十

分といえるほどの結果を出すには至っていな

い。 
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年度には、神学研究科に修士・博士（一神教研

究）の学位を新設することが決定している。 

 

3)研究活動面での新たな分野の創成や、学術的
知見等 

 本拠点は、イスラーム世界やキリスト教世界

では実現困難な、三つの一神教を代表する研究

者・宗教指導者同士の交流を実現し、どこに文

明間の対話を阻害する要因があるのかを相互

に確認する機会を作ってきた。 

 三つの一神教は「同根の宗教」でありながら、

特に近代以降、相互に対立することが多かった

ため、三つの一神教を同時に総合的に「一神教

研究」として研究する拠点は、海外においても

ほとんど存在しない。海外には、一般的な宗教

間対話のための機関は多数存在しているが、三

つの一神教間の対話に限定した研究機関は多

くはない。より一神教に特化したものとして、

ムスリム・クリスチャン相互理解センター（ジ

ョージタウン大学）や、国際キリスト教・ユダ

ヤ教協議会などが存在しており、一神教間の相

互理解の促進に重要な役割を果たしている。し

かし、そのほとんどが、三つの一神教の内の二

者の間の関係に限定している。その理由の一部

には、ムスリムとユダヤ教徒が同席することに

対して過敏な神経を使わなければならない社

会状況がある。それに対し、日本は歴史的、地

政学的に、一神教間の対立と抗争の外部に位置

してきたために、それらを客観的に研究し、仲

介者としての役割を果たすことのできる有利

な位置にある。日本社会において一神教研究を

積極的に推進していくことが、国際社会、とり

わけ一神教世界における信頼を得ていく一助

となることを、数々の国際交流の場において確

認することができた。 

 

4)事業推進担当者相互の有機的連携 

 異なる専門分野を持つ事業推進担当者同士

が有機的連携をすることができるように、二つ

の部門研究会、「一神教の再考と文明の対話」

と「アメリカのグローバル戦略と一神教世界」

を研究活動の中心に据えてきた。前者の研究会

は、これまでほとんど交わることのなかったユ

ダヤ教、キリスト教、イスラームの研究者が一

堂に会して、一神教研究の共通基盤を探ってい

ったという点において開拓的な意義を持って

いる。さらに、後者の研究会では、一神教間の

対話的研究にとどまらず、一神教世界を文明論

的な視座から見据えるために、国際政治、国際

安全保障論、国際軍事戦略、科学史などの専門

家と共に、学際的な研究を推進してきた。前者

および後者の研究会は学問的性格がかなり異

なるため、当初、その両者を有機的に関係づけ

ることは困難であった。しかし、それぞれの研

究会に属する者たちが、相互に他方の研究会に

参加することによって、徐々に有機的なつなが

りを見出すことができるようになった。 

 部門研究会の他、「ヨーロッパにおける宗教

政策」研究会、「イラン・イスラーム体制にお

ける西欧理解」研究会、「一神教世界における

科学と近代化」研究会など、六つの特定研究プ

ロジェクトを立ち上げ、少人数で、より焦点を

絞った研究活動を行ってきた。また平成17年以

降、ユダヤ学会議を毎年開催してきた。そこで

はユダヤ教に接点を持つ歴史学・聖書学・思想

の専門家が一堂に会し、古代・中世・現代の時

代区分のもと、ユダヤ学に関する学際的な研究

を進めてきた。 

 以上のような多彩な研究活動を総合し、研究

活動の方向性を吟味する場として、毎年、世界

の第一線の研究者を交えて、国際ワークショッ

プを開催してきた。このような機会を通じて、

世界レベルの知的刺激を受けながら、事業推進

担当者相互の問題意識の共有が促進された。 

 

5)国際競争力ある大学づくりへの貢献度 

 本拠点は、国際イスラーム大学（マレーシア）、

クフタロー財団・アブヌール学院（シリア）、

王立宗教間対話研究所（ヨルダン）、戦略研究

所（イラン）、バーゲル・アル・オルム大学（イ

ラン）、カイロ大学（エジプト）、ヘブライ大

学（イスラエル）、ハートフォード神学校（ア

メリカ）、バークレー神学大学院連合（アメリ

カ）と学術交流協定を結び、研究者および大学

院生の相互交流を進めてきた。いくつかの海外

交流拠点とは、共同のプロジェクトを実施し、

マレーシア、シリア、イスラエルでは共催の国

際シンポジウムを行った。また、拠点リーダー

や事業推進担当者が海外において招待講演を

行い、本拠点の研究活動を広く国際社会に伝達
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している。これらの活動の一部が現地の新聞で

報じられたことも、本拠点の活動に対する関心

の高さを示している。国際ワークショップ等の

ために海外から招聘した研究者の総数は68名

にのぼる。このような国際社会との活発な交流

を通じて、本学の認知度を高め、国際競争力の

向上に寄与したと言える。 

 

6)国内外に向けた情報発信 

 学術誌『一神教学際研究』や国際ワークショ

ップ報告書など、本拠点の中心的な研究報告お

よびウェブサイトについては、日本語・英語・

アラビア語による成果報告・情報発信を行って

きた。英語による情報発信は当然のことである

が、今日、文明論的な対話を中立的な立場で仲

介していくためには、アラビア語での情報発信

を欠くことはできない。実際、アラビア語での

情報提供やコミュニケーションを行うことに

よって、本拠点は、イスラーム世界からも高い

評価と信頼を得ている。 

 一神教世界の実情について十分な知識を持

ち合わせていない日本社会に対しては、公開の

講演会やシンポジウムの実施（計40回、計約

5,400名来場）、ニューズレター『CISMOR Voice』、

DVDの配付などを通じて積極的な情報提供を行

ってきた。ほとんどすべての講演会は動画とし

てストリーミング配信している。また、世界各

地で大きな騒動を引き起こしたムハンマド風

刺画問題に関しては、世界各地の反応を総合的

に考察した拠点リーダー編著の『イスラームと

ＥＵの宗教伝統は共存できるか』（明石書店、

2007年）を刊行した。また、事業推進担当者の

小原・中田・手島は、三つの一神教の立場から

『原理主義から世界の動きが見える』（PHP新

書、2006年）を刊行し、一神教世界が抱える問

題群を明らかにした。さらに、2008年度中に、

21世紀COEの成果論文集『共存を妨げるもの ― 

一神教世界の現在』(仮題)と『アメリカのグロ

ーバル戦略とイスラーム世界』(仮題)を明石書

店より出版の予定である。 

 

7)拠点形成費等補助金の使途について（拠点形
成のため効果的に使用されたか） 

一神教学際研究センター事務局の3名の職員

の人件費は、平成15～18年度は拠点形成費等補

助金から支出されたが、平成19年度からは、大

学の学内経費によってまかなわれた。それによ

って、ほぼ1千万円を研究教育のために使用す

ることができた。 

 拠点形成のための教育・研究に関する補助金

の使途については、一神教学際研究センター運

営委員会によって企画・決定され、一神教学際

研究センター事務局及び研究開発推進機構・研

究支援課によって、事業計画どおり適切に執行

された。また、財務部・経理課による厳正な支

払決済処理により、補助金は適正に運営された。 

 

②今後の展望 

  本プログラムの教育分野での目的を実現

するために、中核拠点としての神学研究科は

3名のイスラーム研究者と2名のユダヤ教研

究者を、専任教員として採用した。本プログ

ラム終了後も、神学研究科における一神教研

究・教育は継続して行われる。さらに、設置

が予定されている「グローバルスタディーズ

研究科」との連携によって、「文明の共存の

ためのプロフェッショナル」育成という教育

目的は、さらに発展することが期待される。 

  本プログラムのもう一つの拠点として設

置された「一神教学際研究センター」は、プ

ログラム終了後も、大学の「高等研究教育機

構」に所属する恒常的な先端的研究センター

として、大学による財政的・人的支援のもと

で運営されることが既に決定されている。 

 

③その他（世界的な研究教育拠点の形成が学内
外に与えた影響度） 

  学内的には、本学の建学の精神である「キ

リスト教主義」に関連した「一神教」につい

ての研究・教育が21世紀COEプログラムに採

択されたことによって、本学の大学としての

アイデンティティが改めて確認されること

となった。また、学外においては、本学がわ

が国における唯一の「一神教」についての研

究・教育拠点であることが、広く認識される

こととなった。国際的にも、「1)世界最高水

準の研究教育拠点形成計画全体の目的達成

度」（5頁）において示したように、本拠点

がアジアにおける「一神教研究」の拠点であ

ることが認められつつある。 
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②国際会議等の開催状況【公表】 

（事業実施期間中に開催した主な国際会議等の開催時期・場所、会議等の名称、参加人数（うち外国人参加者数）、主

な招待講演者（３名程度）） 

 

開催時期・場所：平成16年2月20日-21日・同志社大学 今出川キャンパス 明徳館１番教室、ウェスティン都ホテル京
都 会議名称：国際ワークショップ「宗教における戦争と暴力― 一神教世界からの応答」 参加人数：74名（うち外
国人参加者数23名） 主な招待講演者：アシュラフ・ボルージェルディー（イラン内務省）、イラン・パッペ（ハイフ
ァ大学）、マーク・ジョーギンスマイヤー（カリフォルニア大学 サンタバーバラ校） 
 
開催時期・場所：平成16年11月13日-14日・同志社大学今出川キャンパス 寒梅館ハーディーホール 会議名称：一神
教聖職者交流会議「現代アメリカのユダヤ教・キリスト教・イスラームが直面する諸問題」 参加人数：56名（うち外
国人参加者数16名） 主な招待講演者：ミラ・ワッサーマン（インディアナ・ベツ・シャローム ユダヤ共同体）、マ
ハ・エルジェナイディー（カリフォルニア イスラームネットワークグループ)、ロン・サイダー（ペンシルバニア・
イースタン神学校） 
 
開催時期・場所：平成17年11月5日-6日・同志社大学今出川キャンパス 寒梅館ハーディーホール 会議名称：国際ワ
ークショップ「東アジアにおける近代化とナショナル・アイデンティティ― グローバリゼーションと宗教復興」  
参加人数：56名（うち外国人参加者数18名） 主な招待講演者：カマール･オニアー･カマルザマン（マレーシア国際イ
スラーム大学）、高 師寧（中国社会科学院）、ホセ・マリア・マナリゴッド・クルス（アテネオ・デ・マニラ大学）
 
開催時期・場所：平成17年12月28日-29日・シャイフ・アフマド・クフタロウ財団（シリア） 会議名称：共催国際シ
ンポジウム「非イスラーム国家におけるイスラームとムスリム」 参加人数：400名（うち外国人参加者数395名） 主
な招待講演者：アブドッダーイム・ヌマイル（アズハル大学）、リナ・アルフムスィー（アズハル大学）、ファールク・
アクビク（シャイフ・アフマド・クフタロウ財団） 
 
開催時期・場所：平成18年3月4日・パン･パシフィック・ホテル（マレーシア・クアラルンプール） 会議名称：共催
国際シンポジウム「一神教における救済とメシア運動― その現代的意味」 参加人数：50名（うち外国人参加者数47
名） 主な招待講演者：タミーム・ウシャマ (マレーシア国際イスラーム大学),  アブドル・ラシッド・モテン(マレ
ーシア国際イスラーム大学), イシャム・パワン・アーマド (マレーシア国際イスラーム大学) 
 
開催時期・場所：平成18年6月24日・同志社大学今出川キャンパス 寒梅館ハーディーホール、新島会館 会議名称：
共催国際シンポジウム「パレスチナとイスラエルの対話― この一年を回顧する」 参加人数：40名（うち外国人参加
者数8名）主な招待講演者：サイード・ザイダーニー（アル・クドス大学）、エヤル・ベン-アリ（ヘブライ大学）、ワ
リード・サーレム（パノラマセンター・エルサレムオフィス） 
 
開催時期・場所：平成18年11月4日-5日・同志社大学今出川キャンパス 明徳館１番教室、新島会館 会議名称：国際
ワークショップ「『ヨーロッパ』という自己理解と一神教」 参加人数：41名（うち外国人参加者数9名） 主な招待
講演者：ハミット･ボザルスラン（イスラーム・イスラーム社会研究所）、リズベット・クリストファーセン（コペン
ハーゲン大学）、アブラハム・ソーテンドルプ（進歩的ユダヤ教世界連合） 
 
開催時期・場所：平成18年12月26日・シャイフ・アフマド・クフタロウ財団（シリア） 会議名称：共催国際シンポジ
ウム「『新中東』の光の下のスンナ派・シーア派関係の未来」 参加人数：350名（うち外国人参加者数345名） 主な
招待講演者：中田 考（同志社大学）、奥田 敦（慶応義塾大学） 
                      
開催時期・場所：平成19年5月12日・同志社大学 今出川キャンパス 寧静館５階会議室 会議名称：共催国際シンポ
ジウム「一神教における救済と多元主義」 参加人数：34名（うち外国人参加者数6名） 主な招待講演者：ハジザン・
ヌーン（マレーシア国際イスラーム大学）、ハサン・アーマド・イブラヒム（マレーシア国際イスラーム大学）、イブ
ラヒム・ムハンマド・ゼイン（マレーシア国際イスラーム大学） 
 
開催時期・場所：平成19年10月20日-21日・新島会館 会議名称：国際ワークショップ「イスラームと西洋―アメリカ
の外交思想を検証する」 参加人数：47名（うち外国人参加者数9名） 主な招待講演者：フランシス・フクヤマ（ジ
ョンズ・ホプキンス大学）、アフマド・ヴァーエズィー・ジャゼイー（バーゲロルオルーム大学教授）、ノーマン・フ
ィンケルシュタイン（デポール大学） 
 
開催時期・場所：平成20年3月6日・イラン・戦略研究所 ６階会議室 会議名称：共催国際会議「民主主義と宗教の関
係―イランと日本の場合―」参加人数：10名（うち外国人参加者数8名）主な招待講演者：小原克博（同志社大学）  
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２．教育活動実績【公表】 
博士課程等若手研究者の人材育成プログラムなど特色ある教育取組等についての、各取組の対象（選抜するものであればその方法を

含む）、実施時期、具体的内容 

ＣＯＥリサーチアシスタント制度 

対象：本学大学院神学研究科、文学研究科、法学研究科、アメリカ研究科の博士課程（後期課程）に在学する者および

他大学大学院博士課程（後期課程）に在学する者で本学専任教員である事業推進担当者の推薦を受けられる者。 

選抜方法：応募者によって提出された願書に基づき、研究拠点の研究センターに設置する選定委員会において選考し、

候補者が所属する研究科長会の議を経て任用する。実施時期：平成 15 年度～平成 19 年度 具体的内容：各年度ごとに

採用。採用期間は１年以内。月額 5万円の給与を支給。実施期間中の採用者数は延べ 19 名 

 

ＣＯＥ奨励研究員制度 

対象：大学院後期課程に在学し、かつ「一神教の学際的研究」に関連するテーマを研究している者。（学内・学外を

問わない）選抜方法：応募者によって提出された願書に基づき、研究拠点の研究センターに設置する選定委員会におい

て選考し、学長が決定する。実施時期：平成 15 年度～平成 19 年度 具体的内容：各年度ごとに採用。採用期間は１年

以内。月額５万円ｘ採用月数を研究に直接必要な経費に充当。実施期間中の採用者数は延べ 21 名 

 

語学インテンシブコース 

英語インテンシブコース  

対象：神学研究科博士後期課程に在学する者 実施期間：平成16年4月20日-７月20日（毎週火曜日の５講時）、平成17

年4月12日-７月12日（毎週火曜日の５講時）平成17年10月4日-平成18年1月17日（毎週火曜日の５講時）、平成18年4

月18日-７月11日（毎週火曜日の５講時）平成18年10月3日-平成19年1月16日（毎週火曜日の５講時）、平成19年4月17

日-7月10日（毎週火曜日の５講時）平成19年10月2日-平成20年1月15日（毎週火曜日の５講時）具体的内容：ディベー

トおよびプレゼンテーションの訓練 

アラビア語インテンシブコース 

対象：神学研究科、文学研究科、法学研究科、アメリカ研究科の博士課程（後期課程）に在学する者 

実施期間：平成16年8月4日-6日（初級）平成17年2月12日-13日（中級）、平成17年6月25日、27日、30日（前期） 

平成18年2月26日-3月1日（後期）平成18年7月8日、15日（前期）平成19年3月12日、19日（後期）、平成20年2月27日、

3月1日 具体的内容：アラビア語圏出身の講師による集中指導 

ヘブライ語インテンシブコース 

対象：神学研究科、文学研究科、法学研究科、アメリカ研究科の博士課程（後期課程）に在学する者 

実施期間：平成17年2月14日-15日（初級）、平成18年2月13日-14日（中級）、16日-17日（上級） 

平成19年2月2日-3日（初級）、8日-9日（中級）、13日-14日（上級）、平成20年2月18日-19日（初級）、2月21日-22

日（中級）、2月25日-26日（上級）具体的内容：イスラエル人講師による集中指導 

 

夏期研修プログラム 

シリア夏期研修プログラム  

対象：神学研究科、文学研究科、法学研究科、アメリカ研究科の博士課程（後期課程）に在学する者 実施期間：平成

17年8月16-28日、平成19年8月2日-14日 

イスラエル夏期研修プログラム  

対象：神学研究科、文学研究科、法学研究科、アメリカ研究科の博士課程（後期課程）に在学する者 実施期間：平成

16年8月17日-25日、平成17年8月2日-11日、平成19年8月12日-23日 

マレーシア夏期研修プログラム  

対象：神学研究科、文学研究科、法学研究科、アメリカ研究科の博士課程（後期課程）に在学する者        

実施期間：平成16年8月15日-29日、平成17年8月1日-15日、平成18年9月4日-26日、平成19年8月21日-9月2日 

アメリカ夏期研修プログラム  

対象：神学研究科、文学研究科、法学研究科、アメリカ研究科の博士課程（後期課程）に在学する者        

実施期間：平成16年9月4日-13日 

 

学生交流プログラム 

日本・マレーシア相互理解学生交換プログラム  

対象：神学研究科、文学研究科、法学研究科、アメリカ研究科の博士課程（後期課程）に在学する者        

間：平成17年11月18日-28日 実施期
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機関名：同志社大学 拠点番号：J24 

 

２１世紀ＣＯＥプログラム委員会における事後評価結果 

 

（総括評価） 

 設定された目的は概ね達成された 

（コメント） 

拠点形成計画全体については、キリスト教研究の蓄積の上にユダヤ教やイスラームも含

めた一神教研究の交流促進や学際的展開、若手研究者の国際化などが活発に試みられ、大

学全体の強力の支援の下に、目的は概ね達成されたと評価できる。 

人材育成面では、語学教育の強化や国際的発信力強化などにおいて、積極的な試みがあ

ったことは評価できる。 

研究活動面では、国際的な発信、特に中東地域での研究交流や国際関係論と宗教学の連

携の取組など、宗教研究の国際化と学際化に取り組んだことは高く評価できる。また大学

の特色を生かしつつ、立場や信条を異にする宗教者および宗教研究者に多様な対話の機会

を提供し、宗教間の理解を促進する活動に積極的に取り組まれたことは評価できる。一神

教研究における拠点独自の理論的展開については、今後の一層の発展を期待する。 

補助事業終了後の持続的展開については、大学全体としての支援も具体化されており、

拠点形成を通じて獲得された研究ネットワークを活用した発展が期待できると評価する。 
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